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小
学
校
時
か
ら
交
流
を
進
め
、
五
つ
の

中
学
校
の
良
さ
を
融
合
し
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
充
実
さ
せ
て
最

新
技
術
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
図
書
館

な
ど
の
学
習
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
校
内
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
培
え
る
よ
う
、
誰
も
が
自
由
に
利
用

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

し
ま
す
。
将
来
を
見
据
え
た
教
室
の
活
用

も
検
討
し
ま
す
。

　
生
徒
だ
け
で
な
く
教
職
員
に
と
っ
て
も

働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
５
校
間
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
教
職
員
を
配
置
し
ま

す
。
ま
た
、
統
合
に
伴
う
加
配
教
員
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
学
習
支
援
員
な
ど
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

　
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
が
確
か
な
学

力
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
多
様
な
人

と
関
わ
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
重
ね
て
い
く
中
で
成
長
し
て
い
く
場

所
で
す
。
ま
た
、
人
づ
く
り
と
地
域
づ

く
り
の
場
で
も
あ
り
、
地
域
社
会
の
将

来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。

　
五
つ
の
中
学
校
を
統
合
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
よ
り
質
の
高
い
教
育
環

境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
統
合
し

た
中
学
校
に
は
五
つ
の
地
域
か
ら
生
徒

が
集
ま
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
考
え
方

と
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
す
こ
と
で
、

大
き
な
力
、
新
し
い
力
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

教
育
活
動
を
通
じ
て
一
人
一
人
が
課
題

を
解
決
す
る
力
を
身
に
付
け
、
身
に
付

け
た
力
を
他
者
や
地
域
に
還
元
す
る
こ

と
が
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
も
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
地
域
の

10
年
後
、
20
年
後
を
考
え
た
と
き
、
恵

那
南
地
域
を
一
つ
の
地
域
と
し
て
捉
え
、

共
通
の
価
値
観
を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち

を
地
域
全
体
で
育
て
る
こ
と
が
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
統
合
中
学
校
は
、
通
う
こ
と
が
楽
し

い
学
校
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
任
せ
ら

れ
る
学
校
、
教
職
員
一
人
一
人
が
力
を

発
揮
で
き
る
学
校
、
地
域
を
愛
す
る
生

徒
を
育
て
る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

第3回恵那南地区統合中学校準備委員会理事会で承認された基本構想案が、９月12日の教育委員会定例
会で可決されました。今回は、統合中学校の基本的な考え方をまとめた基本構想をお知らせします。

恵
那
南
地
区

教育委員会事務局学校統合準備室志26-2111（内線466）

地域を知り、地域を愛する生徒

地域の歴史や⽂化を学び、地域の
魅⼒を知る生徒

地域の⼀員として、考え⾏動する
生徒

地域との連携による
ふるさと学習

人・ものと直接触れ合う
体験学習

多様な他者と協働した
探究的な学習

地域とあゆむ

地域の未来について考え、⾏動す
る生徒

人とのかかわりの中で育つ生徒

自他ともに認め合う生徒

人とのかかわりの中で、自分や集
団を高める生徒

対話と協働のある
学習活動

互いの成長を願い、
高め合う仲間づくり 　

統
合
中
学
校
は
、
五
つ
の
地
域
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
地
域
を
横
に
つ
な
げ
る
役

割
も
担
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
中
で
「
ふ
る
さ
と
の
エ

リ
ア
」
を
広
げ
る
こ
と
で
、
恵
那
南
地
域

全
体
で
五
つ
の
地
域
を
維
持
存
続
さ
せ
て

い
く
と
い
う
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

地
域
と
の
連
携
・
協
働

❶
生
徒
に
も
地
域
に
も
、
新
た
な

発
見
と
力
が
生
み
出
さ
れ
る

❷
地
域
ご
と
の
課
題
や
共
通
す
る

課
題
に
取
り
組
む
機
会
を
得
る

❸
生
徒
が
身
に
付
け
た
課
題
解
決

力
を
地
域
の
た
め
に
還
元
で
き
る

❹
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
、
各
地

域
の
生
徒
の
参
加
が
期
待
で
き
る

❺
文
化
や
伝
統
芸
能
の
継
承
に
、

連
携
し
て
取
り
組
め
る

❻
地
域
に
誇
り
を
も
た
ら
す
象
徴

と
し
て
地
域
の
魅
力
を
高
め
る

統合のメリット

ICTを活用した遠隔教育

統合の効果

❶
各
学
年
で
３
学
級

❼
全
教
科
で
専
科
教
員
を
配
置

❷
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え
方
に

触
れ
、
資
質
や
能
力
を
伸
ば
せ
る

❸
集
団
の
中
で
社
会
性
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
ま
る

❹
多
様
な
学
習
・
指
導
形
態

❺
集
団
で
行
う
教
育
活
動
の
充
実

❻
教
職
員
同
士
で
の
協
力
体
制

⼀人⼀人に寄り添う
教育相談

とつながる人

夢をもち、努⼒する生徒

物事を前向きに受け⽌め、⽬標に
向かい粘り強くやり抜く生徒

深い学びと、
学ぶ楽しさのある授業

確かな学⼒、豊かな⼼、健やかな
体が将来の礎になることを自覚
し、ひたむきに努⼒する生徒

課題解決⼒を育てる授業

自らの生き方を考える
キャリア教育

豊かな⼼、健やかな体を
育てる教育

来をつくる未
基本構想とは

地域に支えられ、
ともに成長する学校

基本構想
教育環境の充実

地域との連携・協働

魅⼒ある学校

具体的な
取り組み

具体的な
取り組み

具体的な
取り組み

具体的な
取り組み

　
こ
の
よ
う
に
、
統
合
中
学
校
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
的
役
割
も
担
う
存

在
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
統
合
中
学
校

の
目
指
す
姿
を
「
未
来
を
つ
く
る
」「
人

と
つ
な
が
る
」「
地
域
と
あ
ゆ
む
」
の
三

つ
を
大
き
な
柱
と
し
ま
す
。

　
統
合
中
学
校
で
は
、
地
域
と
の
連
携
を

密
に
し
て
、
地
域
を
愛
す
る
生
徒
を
育
て

る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

　この基本構想を基に、準備委員会で各部会の提案や保護
者の意見を聞きながら、通学方法や学校名などの具体的な
提案をまとめていきます。

◀市ウェブサ
イト準備委員
会のページ

◀市ウェブサ
イト基本構想
のページ

問

　恵那南地区統合中学校の
基本構想は、⽬指す学校の
姿と進む方向性を描いたも
ので、未来に向けた「羅針
盤」ともいえます。

教
育
環
境
の
充
実

　
統
合
中
学
校
は
、
各
地
域
の
小
学
校
と

小
中
の
連
携
を
意
識
し
た
教
育
活
動
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

各
小
学
校
と
の
連
携

　
統
合
後
の
校
舎
な
ど
の
跡
地
活
用
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
最
善
の
方
法
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

校
舎
跡
地
の
活
用

　
地
域
と
の
絆
や
連
携
を
継
続
し
な
が
ら

他
の
地
域
と
も
つ
な
が
る
意
識
を
醸
成
し

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
多
様
な
学
び
を
行
う
地

域
の
学
習
拠
点
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

地
域
と
の
連
携
・
交
流

　
長
く
な
る
通
学
時
間
に
配
慮
し
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
で
効
率
的
な
通
学
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

負
担
の
軽
減

　
令
和
10
年
に
は
、
恵
那
南
地
区
全
て
の

中
学
校
で
、
全
学
年
が
単
学
級
に
な
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
毎

年
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
、
全
教
科
で
専
科

教
員
を
配
置
す
る
た
め
に
も
、
１
学
年
３

学
級
以
上
の
規
模
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま

す
。

教
育
環
境
の
充
実

　
不
登
校
の
生
徒
へ
の
き
め
細
や
か
な
配

慮
を
行
い
、
地
域
ご
と
に
学
習
で
き
る
環

境
を
構
築
し
ま
す
。
荒
天
時
な
ど
、
状
況

に
応
じ
て
地
域
で
学
習
で
き
る
環
境
も
検

討
し
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
で
も
個
人
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。

は
じ
め
に


